
１　施設概要

２　管理者 （令和５年７月１日現在）

３　利用状況

４　施設運営に係る事業費

※10,000千円以上の修繕費

５　運営上の課題と対応

※経営評価の結果等を参考に、課題を記載すること。
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資料１－３

出資団体等所有施設に係る運営評価等調書

60人 内訳 常勤職員　　60人

施設名
（団体名）

大洗駅ほか13駅
（鹿島臨海鉄道株式会社）

所管課 政策企画部交通政策課

Ｒ２年度 Ｒ３年度

昭和60年３月

管理区分
体制

事業内容

施設内容

旅客事業

敷地面積：642,288㎡
主な建物の構造、延床面積：大洗駅（鉄骨造）296㎡　ほか

管理者名 篠部　武嗣（代表取締役社長）

所在地 水戸市、大洗町、鉾田市、鹿嶋市
設置の根拠法令等 昭和59年６月、茨城県知事と国鉄総裁との間で「鹿島新線の開業に関する協定」を締結

設置目的
日本鉄道建設公団が建設していた国鉄鹿島線（水戸駅～北鹿島駅間）を、国鉄
（現ＪＲ東日本）に代わって鹿島臨海鉄道（株）が経営することになり、昭和60
年３月から、大洗鹿島線として旅客営業を開始。

Ｒ４年度

2,137,000
2,112,378

旅客収入
その他

○旅客事業については、引き続き新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、旅客輸送量が低水準に
とどまったことから、営業収支は赤字を計上して
いる。今後、経営状況が厳しさを増していること
から、黒字転換に向けて一層取り組む必要があ
る。

○沿線人口の減少や新型コロナウイルス感染症等
による影響が今後も続くと考えられることから、
貸切列車の運行等のＰＲや茨城デスティネーショ
ンキャンペーン等への参画とともに、引き続き
「大洗鹿島線を育てる沿線市町会議」との連携等
により、沿線住民等の利用促進に努め、収支改善
に取り組む。

○引き続き安全な運行を堅持するため、運転士の
人材育成並びに鉄道施設の維持管理及び更新を計
画的に実施すること。

○経営評価等において「課題がある」とされ
る団体になっていることから、既に作成して
いる改革工程表による収支の改善に取り組
み、持続的な経営に努める。

○「大洗鹿島線を育てる沿線市町会議」など
との連携による利用促進策を展開するととも
に、鹿島アントラーズのホームゲーム開催日
において、コンビナート企業などと連携し、
神栖駅からパーク＆ライドによるサッカー応
援団体専用臨時列車の運行を行い、貸切列車
収入を確保する。

○鉄道施設の維持管理については、国、県等
からの補助金などを活用して計画的に取り組
み、大洗鹿島線の安心・安全運行に努める。

Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

184,606 166,591 173,466 0 33,332大規模修繕費

240,868 237,981

629,868 605,206

245,890

Ｈ３０年度 Ｒ１年度

整備年月

（千円）

直営

課題 対応

（千円）

合計①

合計②

2,129,000
2,050,486

2,135,000
1,497,698

1,915,000
1,571,412

2,043,000目標値
実績

506,669
164,847

1,720,504
利用者数(人)
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（参考）

１　施設の位置図

２　施設の写真

←待合室
↓改札口

大洗駅 現況写真
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３　施設の配置図（平面図）

大洗駅 現況平面図
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